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意見の概要 国土交通省の考え方

一級建築士の受験料は高いのではな
いか。

一級建築士の受験手数料は、平成２１年より実施する一級建築士
試験内容の見直し、実務経験審査の充実、近年の受験者数の推
移等を反映し、改定しているものです。

一級建築士の登録手数料について、
新たに納めなければならない理由を説
明すべき。

改正建築士法により、行政事務の効率化等の観点から、建築士の
登録・登録簿の閲覧等の事務を、国土交通大臣が指定する登録機
関（中央登録機関）が実施できることとなりましたが、登録手数料
は、中央指定登録機関が一級建築士免許の登録事務を行う場合
の手数料を実費を勘案して定めているものです。

建築士法第２４条の３第２項の政令で
定める規模は、設備設計一級建築士
の関与が義務付けられる規模と同様
に、階数が３で、かつ、床面積の合計
が５，０００平方メートルとすべきであ
る。

設備設計一級建築士の関与の義務付けは、設備設計の難易度が
高い建築物を対象とする観点から、階数が３以上で床面積の合計
が５，０００平方メートルを超える建築物を対象としています。一方、
設計等の一括再委託の制限は、多数の者が利用し、特に安全性を
確保すべき建築物を対象とする観点から、階数が３以上で、かつ床
面積の合計が１，０００平方メートルを超える規模の共同住宅を対
象としているものです。
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